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【事前に備えるべき目標 1】 

直接死を最大限防ぐ。 
 
1-1 住宅・建物・交通施設等の複合的・大規模倒壊や不特定多数が集まる

施設の倒壊による多数の死傷者の発生 

（１）建築物の耐震化の推進（災害に強いまちづくりの推進） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

住宅耐震化

促進事業 

都市計画

課 

瑞穂町耐震改修促進計画

に基づき、耐震診断費、

耐震改修費を助成する。 

・住宅耐震診断費助成事業 

・耐震改修費助成事業 

・簡易耐震改修費助成事業 

● ● ● ● ● 

瑞穂町生垣

設置事業 

建設課 緑化を推進するととも

に、防災の面から、ブロ

ック塀にかえて生垣に改

修する際に補助金を交付

する。 

・瑞穂町生垣設置事業 

● ● ● ● ● 

（２）体育施設などの整備・維持管理 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

体育施設の

維持管理 

社会教育

課 

住民の心と体の健康を維

持するため体育施設の維

持管理と、第 5 次瑞穂町

長期総合計画、第 2 次瑞

穂町スポーツ推進計画に

沿った施設整備を行う。 

・各施設の管理運営および維

持管理 

● ● ● ● ● 

（３）保育・幼稚園の質の向上 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継 

続 

保育園運営

事業 

子育て応

援課 

保育園の備品購入および

修繕を計画的に実施す

る。 

・公立保育園の維持管理およ

び修繕 

・狭山保育園増改築工事に対

する保育所等施設整備費補

助金の交付 

事業期間：令和 3 年度～ 

● ● ● ● ● 

学童保育ク

ラブ運営 

事業 

子育て応

援課 

老朽化した施設の整備計

画を作成し、児童の安全

確保につとめる。 

・各施設の整備計画作成 

・各施設の維持管理および修

繕 

● ● ● ● ● 
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（４）安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する       

力を育む 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

学校施設整

備事業（プ

ール） 

学校教育

課 

各校ともプール床面およ

び壁面が老朽化により、

塗装の剥離が見られる状

況であり、安全性を保つ

ために改修をする。 

・維持管理修繕 

● ● ● ● ● 

学校施設整

備事業（教

室等改修） 

学校教育

課 

各学校とも老朽化がすす

み、各教室における改修

が必要な状況となってお

り、児童・生徒の安全か

つ快適な学習環境および

教職員の効率的な事務執

行を支援するため、各校

の教室などの改修や防犯

カメラの更新などを行

う。 

・維持管理修繕 

・五小屋上防水工事 

事業期間：令和 5 年度 

● ● ● ● ● 

学校施設整

備事業（除

湿温度保持

機能復旧） 

学校教育

課 

老朽化した空調設備の改

修および維持管理を行

う。 

・維持管理修繕 

・五小除湿温度保持機能復旧

に関する設計・工事 

事業期間：令和 5 年度～令

和 6 年度 

● ● ● ● ● 

（５）図書館活動の充実 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

図書館施設

の充実 

図書館 適宜必要な修繕等を実施

し、維持管理を行う。 

・維持管理修繕 
● ● ● ● ● 

（６）計画的な土地利用の推進 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

計画的な市

街地形成に

関する事業 

都市計画

課 

豊かな自然と調和した計

画的な市街地の形成を誘

導し、だれもが暮らしや

すい安全性、利便性、快

適性を備えたまちづくり

をめざす。 

・用途地域等の一括変更、住

宅マスタープランの改定 

・多摩都市モノレールの延伸

と一体となった新駅周辺お

よび沿線のまちづくり 

● ● ● ● ● 
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（７）土地区画整理事業の推進 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

箱根ケ崎駅

西土地区画

整理事業

（町施行） 

都市計画

課 

JR 八高線箱根ケ崎駅に隣

接し、瑞穂町の中心市街

地を形成する位置にあり

ながら、都市基盤が未整

備のまま市街化がすすん

でいる本地区について、

土地区画整理事業の実施

により、道路、公園など

の整備を行うとともに宅

地の利用増進をはかり、

駅周辺の活性化と健全な

市街地の形成をはかる。 

・事業期間：平成 7 年度～令

和 13 年度（清算期間含

む） 

・事業面積：約 27.4ha 

● ● ● ● ● 

殿ヶ谷土地

区画整理事

業（組合施

行） 

都市計画

課 

環境整備を行い、新青梅

街道の沿道条件を活かし

た土地の有効活用と、一

部既存住宅の再編整備を

行い、適正な土地利用を

展開する。 

・事業期間：平成 8 年度～令

和 6 年度 

・事業面積：約 38.8ha 
● ● ●   

栗原土地区

画整理事業 

（組合施行

予定） 

都市計画

課 

国道 16 号、圏央道への

アクセス道路等の道路交

通網の整備効果を活用し

た地区整備をめざすた

め、地域住民の意見を尊

重し、地区の実情および

構想にあった、計画づく

りの支援を行う。 

同左 

● ● ● ● ● 

（８）住宅セーフティネットの形成 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

公営住宅管

理事務 

都市計画

課 

居住者の安全確保や建物

被害の軽減をはかるた

め、改修および維持管理

等を行う。 

・老朽化による給水管等修繕

の実施 

・長寿命化計画策定業務委託 

・施設の維持管理および改修 

● ● ● ● ● 
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（９）個別施設計画の整備・運用 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

公共施設個

別施設計画

の策定、運

用 

企画政策

課 

令和 5 年度に公共施設個

別施設計画を策定し、今

後の公共施設を取り巻く

課題やあり方等を整理す

るとともに、全ての施設

について、適切に施設運

営や維持管理につとめ

る。 

公共施設の予防保全、機能保

全をはかるために、「瑞穂町

公共施設等総合管理計画」に

基づき、長寿命化を踏まえ、

事業量の平準化やライフサイ

クルコストの最小化につと

め、適切な維持管理を実施す

る。 

● ● ● ● ● 

（10）福祉施設の安全対策の推進 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

ふれあいセ

ンターの 

施設管理 

福祉課 地域福祉の増進と生活文

化の向上をはかるために

設置された瑞穂町ふれあ

いセンターを指定管理者

制度で管理運営し、維持

管理を行う。 

・施設の管理運営および維持

管理 

● ● ● ● ● 

高齢者福祉

センターの

管理運営 

高齢者福

祉課 

福祉の向上と健康の保持

増進を目的に設置された

高齢者福祉センターを指

定管理者制度で管理運営

し、維持管理を行う。 

・施設の管理運営および維持

管理 

● ● ● ● ● 

高齢者福祉

センターの

改修事業 

高齢者福

祉課 

施設の老朽化に伴い、空

調設備やサッシ等に多く

の不具合が発生し、部分

的な修繕では対応しきれ

ない状況になっている。

今後も施設を維持するた

めに、大規模改修を行

う。 

・瑞穂町高齢者福祉センター

改修事業 

事業期間：令和 4 年度～令

和 6 年度 
● ● ●   
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事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

シルバーワ

ークプラザ

の管理運営 

高齢者福

祉課 

高年齢者の就業を促進

し、高年齢者の能力を生

かした活力ある地域社会

づくりに寄与する瑞穂町

シルバーワークプラザを

指定管理者制度で管理運

営し、必要に応じて維持

管理や改修を行う。 

・施設の管理運営、維持管理

および改修 

● ● ● ● ● 

寄り合いハ

ウスいこい

の管理運営 

高齢者福

祉課 

高齢者の社会参画の向上

および住民のコミュニテ

ィの醸成に寄与するとと

もに住民のくつろぎの場

を目的に設置された寄り

合いハウスをボランティ

アの会で管理運営し、必

要に応じて維持管理や改

修を行う。 

・施設の管理運営、維持管理

および改修 

● ● ● ● ● 

心身障害者

（児）施設

の管理運営 

福祉課 瑞穂町福祉作業所におけ

る訓練等給付事業および

心身障害者（児）福祉セ

ンターあゆみにおける地

域生活支援事業につい

て、指定管理者と連携し

円滑な運営を行い、障が

い者（児）の就労機会の

拡大、日中活動の充実、

介護者の負担軽減につな

げる。 

・計画的な修繕 

● ● ● ● ● 

精神障害者

施設の管理

運営 

福祉課 瑞穂町精神障害者地域活

動支援センター、瑞穂町

精神障害者共同作業所に

おける通所事業につい

て、指定管理者と連携し

円滑な運営を行い、日中

活動の自立、社会復帰、

介護者の負担軽減、精神

障がい者の就労機会の拡

大につなげる。 

・計画的な修繕 

● ● ● ● ● 
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1-2 密集地や不特定多数が集まる施設における大規模火災による死傷者

の発生 

（１）消防力の強化 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

消防力の強

化（消防装

備充実） 

安全・安

心課 

消防・防災に関する広報

などや自主防災組織や消

防団などに対する応急救

命講習などを行い、住民

の防災意識の高揚と消防

力強化充実をはかる。 

・消防力（消防団）の強化の

ため、消防資材等の購入 

・消防ポンプ自動車購入 

事業期間：令和 6 年度(第 5

分団)、令和 8 年度（第 4

分団） 

● ● ● ● ● 

福生消防署

との連携 

安全・安

心課 

火災や災害に備えるため

福生消防署との連携を強

化する。 

日頃から、福生消防署と連絡

を取り合い、消防や防災に関

する情報交換を行い、連携強

化をはかる。 

● ● ● ● ● 

（２）地域防災力の向上（危機対応・危機管理体制の強化） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

自主防災組

織の強化・

育成事業 

安全・安

心課 

自主防災組織主導型の防

災訓練を実施する。 

自主防災組織連絡協議会と防

災訓練で実施する訓練内容を

協議、決定し、住民の防災意

識の向上をはかる。 

● ● ● ● ● 

防災訓練 安全・安

心課 

住民、自主防災組織、消

防団、協力団体等の参加

のもと総合防災訓練を実

施し、地域における防災

行動力を向上させる。 

瑞穂町に震度 6 弱以上の直下

型地震等が発生したことを想

定し、町内会場を主として次

の訓練課目から適宜実施科目

を抽出し、会場毎に訓練を実

施する。 

①初動訓練、②避難訓練、③

避難行動要支援者対策訓練、

④発災対応型訓練、⑤避難所

開設運営訓練、⑥AED 訓練、

⑦応急給水訓練、⑧通信訓

練、⑨炊き出し訓練、⑩給食

訓練、⑪救援物資搬送訓練、

⑫展示・体験訓練 

● ● ● ● ● 

地区防災計

画の策定 

支援 

安全・安

心課 

平常時と災害時の活動に

ついて定める地区防災計

画（災害対策基本法に基

づき地区の住民等が定め

る計画）の策定を支援す

る。 

同左 

● ● ● ● ● 
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（３）計画的な公園整備および維持管理 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

公園・緑地

の整備およ

び維持管理 

建設課 「瑞穂町緑の基本計画」

に基づき、都市公園法に

定める住民一人当たりの

公園標準面積（10 ㎡以

上）の早期達成をめざし

て、防火対策も踏まえ、

計画的に整備をすすめ、

公園・緑地の拡大をはか

る。 

・土地区画整理事業に伴う公

園整備については、殿ケ谷

区画整理地内に 3 公園、箱

根ケ崎駅西区画整理地内に

3 公園の整備が予定されて

いる。 

・市街地の空閑地を利用して

ポケットパークなどの整備

をすすめる。 

● ● ● ● ● 

（４）初期消火体制の強化 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

消火器の配

置、更新 

安全・安

心課 

各地域への消火器の配置

および更新を定期的に行

う。 

・地域配備消火器保守点検 

● ● ● ● ● 

（５）計画的な土地利用の推進（再掲）【1-1(6)】 

（６）土地区画整理事業の推進（再掲）【1-1(7)】 
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1-3 土砂災害による多数の死傷者の発生および低地での長期的な浸水  

（１）防災知識の普及啓発（危機対応・危機管理体制の強化） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

ハザードマ

ップの作

成・配布 

安全・安

心課 

住民の防災意識向上をは

かるため、ハザードマッ

プを作成し。住民へ周知

を行う。 

町や関係機関が作成する被害

想定をもとに、最新のハザー

ドマップを作成し、周知をは

かる。 

・防災ハザードマップ改訂 

● ● ● ● ● 

安全教育の

推進 

教育指導

課 

・教育課程に位置付け、

安全教育の推進をはか

る。 

・全町立学校で策定して

いる危機管理マニュア

ルを活用するととも

に、随時改善を行い、

防災計画を作成する。 

・年間指導計画に基づい

た毎月の安全指導の充

実をはかり、多様な場

面を想定した避難訓練

を実施する。 

同左 

● ● ● ● ● 

（２）下水道施設の整備 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

下水道整備

事業 

下水道課 家庭や工場等から排水さ

れる汚水の衛生的処理を

実施することで、快適な

生活環境の創出と、河川

などの公共用水域の水質

保全と生活環境の向上を

はかる。 

・汚水管整備工事では、殿ヶ

谷土地区画整理の事業進捗

にあわせて下水道管渠布設

や、都市計画街路事業と並

行して下水道管渠布設を実

施する。 

・雨水管整備工事について

は、土地区画整理事業や道

路事業の雨水管整備にあわ

せて放流先への幹線管渠の

整備を順次行う。 

● ● ● ● ● 

長岡 1 号幹

線整備事業 

下水道課 雨水幹線管渠である長岡

1 号幹線を整備する。 

・口径 φ2700 ㎜ 

・延長 1,194ｍ 
● ● ●   

殿ケ谷 2 号

幹線整備事

業 

下水道課 雨水幹線管渠である殿ケ

谷 2 号幹線を整備する。 

・口径 φ1800 ㎜ 

・延長 216ｍ   ● ● ● 

（３）体育施設などの整備・維持管理（再掲）【1-1(2)】  
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1-4 情報伝達の不備等による避難行動の遅れ等で多数の死傷者の発生 

（１）安心して暮らせる環境づくり 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

避難行動要

支援者支援

体制の構築 

安全・安

心課 

避難行動要支援者への支

援体制を強化するため

に、避難行動要支援者名

簿の作成をはかる。 

福祉課、高齢者福祉課が作成

する避難行動要支援者名簿

を、各自主防災組織連絡協議

会等と共有する。 

● ● ● ● ● 

（２）防災施設・設備の充実 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

防災施設の

整備充実 

安全・安

心課 

災害時などに備えるた

め、避難所などで使用す

る備品、消耗品などを購

入し、各避難所に配備す

る。 

・防災行政無線（移動系）デ

ジタル化整備工事 

事業期間：令和 3 年度～令

和 4 年度 

・石畑防災広場、元狭山広域

防災広場、武蔵資材置場、

武蔵野防災会館等の各防災

施設の維持管理および整

備・修繕 

・石畑防災広場拡張整備工事

設計委託 

・石畑防災広場拡張整備工事 

● ● ● ● ● 

（３）住民にわかりやすい情報提供・情報共有 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

情報提供の

充実 

デジタル

推進課 

インターネット（町ホー

ムページ、メール配信シ

ステムおよび各種 SNS）

のほか、テレビ（瑞穂ケ

ーブルテレビ）およびラ

ジオ（FM 茶笛）も活用

し、効果的な広報を推進

する。 

緊急性のある情報は、インタ

ーネットを活用して正確性に

配慮しつつも迅速に、それ以

外の情報については、町広報

番組や町広報紙を利用して効

果的に情報提供・情報共有を

行う。また各種マスコミにも

適宜適切に情報提供を行う。 

● ● ● ● ● 
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（４）外国人支援 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

外国人支援 企画政策

課 

災害時に外国人の安全を

確保するために、多言語

によるハザードマップの

作成や避難所等の案内板

設置等の充実をはかる。 

関係部課等と協力して、外国

人の安全確保をはかるため、

防災知識の普及啓発につとめ

る。 

● ● ● ● ● 

（５）地域防災力の向上（危機対応・危機管理体制の強化）（再掲）【1-2(2)】 
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【事前に備えるべき目標 2】 

救助・救急・医療活動が迅速に行われるとともに、被災者等の 

健康および避難生活環境を確実に確保する。 
 
2-1 被災地での食料、飲料水等、生命に関わる物資供給の長期停止 

（１）物資等の備蓄・供給・輸送体制（危機対応・危機管理体制の強化） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

防災施設の

整備充実 

安全・安

心課 

災害時などに備えるた

め、避難所などで使用す

る備品、消耗品などを購

入し、各避難所に配備す

る。 

飲料水、アルファ米、ライス

クッキー等を、毎年、購入し

更新していく。 

また、各避難所で使用する資

機材や消耗品も適宜購入し配

備する。 

・非常食等購入費 

● ● ● ● ● 

家庭内にお

ける食料等

の備蓄の促

進 

安全・安

心課 

災害時などに備えるた

め、住民一人ひとりが飲

料水・食料等の備蓄を行

うため PR 活動を行う。 

・家庭内備蓄に対する PR 活

動 
● ● ● ● ● 

応援協定締

結事務 

安全・安

心課 

災害時に必要となる応急

対策活動で、関係機関と

の連携、民間協力が必要

又は有効な協定未締結事

項について検討し、関係

機関および関係団体・事

業者等に協定締結につい

て働き掛けを行い、応援

協力体制の拡充をはかっ

ていく。 

同左 

● ● ● ● ● 
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（２）幹線道路等の整備 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

道路維持補

修等業務委

託事務 

建設課 防災および消防活動がス

ムーズにできるよう、良

好な道路機能を維持し、

安全で快適な住環境の確

保につとめる。 

・傷んだ道路の舗装整備 

・雨水対策に伴う浸透槽等の

設置 ● ● ● ● ● 

都市計画道

路の整備促

進 

建設課 都市防災の強化や、幹線

道路と生活道路とネット

ワークとの形成をはか

り、円滑な都市活動と安

全・快適な都市空間の確

保を行う。 

・都市計画道路 3・5・24 号

線 

● ● ● ● ● 

（３）町道等の整備と適切な維持管理 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

生活道路の

整備事業 

建設課 災害時における避難路の

確保および生活環境の向

上や住民の安全で快適な

通行を確保するため、拡

幅などの改良整備につと

める。 

・道路改良事業 

・舗装補修事業 

・補助事業 

・無電柱化事業 
● ● ● ● ● 

（４）横田基地等との協力体制の構築（危機対応・危機管理体制の強化） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

横田基地と

の協力体制 

安全・安

心課 

横田基地の米軍および自

衛隊との協力体制を構築

する。 

同左 

● ● ● ● ● 

陸上自衛隊

との協力体

制 

安全・安

心課 

瑞穂町担当の陸上自衛隊

との協力体制を構築す

る。 

同左 

● ● ● ● ● 
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2-2 自衛隊、警察、消防等の被災等による救助・救急活動等の絶対的不足 

（１）コミュニティ活動の活性化 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

コミュニテ

ィセンター

等の運営 

協働推進

課 

地域住民の主体的活動に

よるコミュニティ形成の

場として、また、交流の

場として有効活用をはか

る。 

・長岡コミュニティセンター

外壁タイル調査 

事業期間：令和 4 年度 

・各コミュニティセンターの

管理運営および維持管理 

・各地区会館の維持管理 

● ● ● ● ● 

（２）事業所防災体制の強化 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

事業所防災

体制の強化 

安全・安

心課 

災害に備え、消防署と連

携して事業所防災計画お

よび BCP の策定を支援す

る。 

同左 

● ● ● ● ● 

（３）広域連携体制の整備（危機対応・危機管理体制の強化） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

応援協定締

結事務 

安全・安

心課 

災害時に必要となる応急

対策活動で、関係機関と

の連携、民間協力が必要

又は有効な協定未締結事

項について検討し、関係

機関および関係団体・事

業者等に協定締結につい

て働き掛けを行い、応援

協力体制の拡充をはかっ

ていく。 

同左 

● ● ● ● ● 

（４）消防力の強化（再掲）【1-2(1)】 
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2-3 医療施設および関係者の絶対的不足・被災並びに支援ルートの途絶

による医療機能の麻痺 

（１）医療提供体制の基盤づくり 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

医療提供体

制 

健康課 通常の地域医療のほか、

災害医療救護活動につい

て地区医師会、公立福生

病院との連携体制の充実

をはかる。 

・緊急医療救護所災害用備品

の管理 

● ● ● ● ● 

（２）保健センター等の維持管理 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

保健センタ

ー等の維持

管理 

健康課 公共施設の機能保全をは

かり、災害時医療活動・

保健活動の拠点機能を低

下させないよう、点検、

維持補修をはかる。 

・外壁修繕 

・屋上防水修繕、 

・非常用電源の整備 

・照明の LED 化 

・維持管理修繕 

● ● ● ● ● 

（３）幹線道路等の整備（再掲）【2-1(2)】 

（４）町道等の整備と適切な維持管理（再掲）【2-1(3)】 

（５）横田基地等との協力体制の構築（危機対応・危機管理体制の強化）（再掲）

【2-1(4)】 
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2-4 被災地における疫病・感染症等の大規模発生 

（１）疾病等の予防 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

予防接種事

業 

健康課 感染予防、発病予防、重

症化予防、感染症のまん

延予防を目的としてい

る。 

・定期予防接種 

・任意予防接種への助成 

事業期間：昭和 23 年～ 
● ● ● ● ● 

避難所にお

ける感染対

策 

健康課 災害時の避難所における

感染症対策を行う。 

・感染症対策用消耗品および

備品の購入 ● ● ● ● ● 

 

2-5 劣悪な避難生活環境、不十分な健康管理による多数の被災者の健康

状態の悪化・死者の発生 

（１）防災施設・設備の充実（再掲）【1-4(2)】 

（２）安全で質の高い教育を支える環境の整備と安全に生活する力を育む（再掲）

【1-1(4)】 

（３）疾病等の予防（再掲）【2-4(1)】 
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【事前に備えるべき目標 3】 

必要不可欠な行政機能を確保する。 

 

3-1 町職員、施設等の被災による機能の大幅な低下 

（１）町の危機管理能力の向上（危機対応・危機管理体制の強化） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

地域防災計

画の充実 

安全・安

心課 

地域防災計画に関連した

計画の修正、職員訓練等

を行い、また、各災害協

定に基づく連携強化をは

かる。 

同左 

● ● ● ● ● 

（２）防災拠点の機能充実（危機対応・危機管理体制の強化） 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

施設管理事

業 

安全・安

心課 

防災拠点の非常発電機の

設備、燃料の備蓄等、防

災設備・装備の充実をは

かる。 

同左 

● ● ● ● ● 

（３）保健センター等の維持管理（再掲）【2-3(2)】 

（４）広域連携体制の整備（危機対応・危機管理体制の強化）（再掲）【2-2(3)】 

（５）個別施設計画の整備・運用（再掲）【1-1(9)】 

（６）福祉施設の安全対策の推進（再掲）【1-1(10)】 
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【事前に備えるべき目標 4】 

必要不可欠な情報通信機能・情報サービスを確保する。 

 

4-1 電力供給停止等による情報通信の麻痺・長期停止 

（１）防災拠点の機能充実（危機対応・危機管理体制の強化）（再掲）【3-1(2)】 

 

4-2 テレビ・ラジオ放送の中断等による災害情報の伝達機能低下 

（１）防災施設・設備の充実（再掲）【1-4(2)】 

（２）住民にわかりやすい情報提供・情報共有（再掲）【1-4(3)】 

 

【事前に備えるべき目標 5】 

大規模自然災害発生直後であっても、経済活動を機能不全に陥 

らせない。 
 

5-1 サプライチェーンの寸断等による企業の生産力低下 

（１）幹線道路等の整備（再掲）【2-1(2)】 

（２）町道等の整備と適切な維持管理（再掲）【2-1(3)】 

 

5-2 基幹的陸上交通ネットワークの機能停止 

（１）幹線道路等の整備（再掲）【2-1(2)】 

（２）町道等の整備と適切な維持管理（再掲）【2-1(3)】 

 

5-3 食料等の安定供給の停滞 

（１）幹線道路等の整備（再掲）【2-1(2)】 

（２）町道等の整備と適切な維持管理（再掲）【2-1(3)】  
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【事前に備えるべき目標 6】 

生活・経済活動に必要なライフライン、燃料供給関連施設、交 

通ネットワーク等の被害を最小限に留めるとともに、早期に復 

旧させる。 

 

6-1 上水道等の長期間にわたる供給停止 

（１）給水体制の整備 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

防災訓練

（応急給水

訓練） 

安全・安

心課 

住民、自主防災組織、消

防団、協力団体等の参加

のもと総合防災訓練を実

施し、地域における防災

行動力を向上させる。 

瑞穂町に震度 6 弱以上の直下

型地震等が発生したことを想

定し、町内会場を主として次

の訓練課目から適宜実施科目

を抽出し、会場毎に訓練を実

施する。 

①初動訓練、②避難訓練、③

避難行動要支援者対策訓練、

④発災対応型訓練、⑤避難所

開設運営訓練、⑥AED 訓練、

⑦応急給水訓練、⑧通信訓

練、⑨炊き出し訓練、⑩給食

訓練、⑪救援物資搬送訓練、

⑫展示・体験訓練 

● ● ● ● ● 

応援協定締

結事務 

安全・安

心課 

災害時に必要となる応急

対策活動で、関係機関と

の連携、民間協力が必要

又は有効な協定未締結事

項について検討し、関係

機関および関係団体・事

業者等に協定締結につい

て働き掛けを行い、応援

協力体制の拡充をはかっ

ていく。 

同左 

● ● ● ● ● 
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6-2 下水道施設等の長期間にわたる機能停止 

（１）下水道施設の維持管理 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

下水道施設

の維持管理 

下水道課 下水道施設の機能を維持

するため、管渠内調査、

管渠内補修、管渠内清掃

およびポンプ施設の管理

を行う。 

・管渠内調査は汚水管および

雨水管等を調査し、管渠の

破損状況等を把握する。 

・管渠内清掃は、管渠内や人

孔内に溜まった土砂、汚泥

を洗浄車や吸泥車で排除し

機能の維持をはかる。 

・管渠内補修は、管渠内調査

によって得られた異常箇所

の補修を行う。 

・駒形汚水中継ポンプ場の機

能を維持するため、ポンプ

の運転管理、施設の維持の

ためにポンプ設備や電気設

備、消防設備等の点検を実

施する。 

● ● ● ● ● 

下水道業務

の継続 

下水道課 瑞穂町下水道 BCP に基づ

き業務を継続させる。 

大規模な災害、事故等で職

員、庁舎、設備等に相当の被

害を受けても、優先実施業務

は中断させず、たとえ中断し

ても許容される時間内に復旧

できるようにするため、BCP

の策定・運用を行う。 

● ● ● ● ● 

 

6-3 地域交通ネットワークの機能低下 

（１）幹線道路等の整備（再掲）【2-1(2)】 

（２）町道等の整備と適切な維持管理（再掲）【2-1(3)】 

（３）計画的な土地利用の推進（再掲）【1-1(6)】 
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【事前に備えるべき目標 7】 

制御不能な複合災害および二次災害を発生させない。 

 

7-1 市街地での大規模火災の発生 

（１）空き家等の適正な管理、活用方法の検討 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

空き家等対

策事業 

都市計画

課 

老朽化した空き家等を抑

制するために、「空き家等

対策計画」を作成し、所

有者への啓発、指導を実

施する。 

・空き家等実態調査の実施 

・空き家等対策計画の策定 

 ● ● ● ● 

（２）緑地の保全 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

樹木樹林地

の保全事業 

建設課 町内に広がる樹林地や、

市街地に残された大樹や

屋敷林を可能な限り保存

指定する。また、町の景

観の保全並びに緑潤うま

ちづくりをめざす。 

・樹木樹林地の保全事業 

・町内緑化事業 

● ● ● ● ● 

（３）コミュニティ活動の活性化（再掲）【2-2(1)】 

（４）地域防災力の向上（危機対応・危機管理体制の強化）（再掲）【1-2(2)】 

（５）消防力の強化（再掲）【1-2(1)】 

（６）土地区画整理事業の推進（再掲）【1-1(7)】 

（７）計画的な土地利用の推進（再掲）【1-1(6)】 

（８）計画的な公園整備および維持管理（再掲）【1-2(3)】  
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7-2 沿線および沿道の建物崩壊による直接的な被害および交通麻痺 

（１）空き家等の適正な管理、活用方法の検討（再掲）【7-1(1)】 

（２）建築物の耐震化の推進（災害に強いまちづくりの推進）（再掲）【1-1(1)】 

 

7-3 工業地域での毒劇物の流出および漏洩 

（１）事業所防災体制の強化（再掲）【2-2(2)】 

 

7-4 農地・森林等の荒廃による被害の拡大 

（１）農地の保全と担い手の確保 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

農業振興事

業 

産業経済

課 

地域の農業を担う農業者

に対し、農地の貸借をす

すめるとともに、新規就

農者の定着に向けた支援

に取り組む。 

・農業次世代人材投資事業費

補助金 

・都市農業振興施設整備事業

補助金 

● ● ● ● ● 

（２）緑地の保全（再掲）【7-1(2)】 
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【事前に備えるべき目標 8】 

社会・経済が迅速かつ従前より強靱な姿で復興できる条件を整 

備する。 

 

8-1 大量に発生する災害廃棄物の処理の停滞による復旧・復興の遅延 

（１）循環型社会の推進 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

一般廃棄物

処理基本計

画の推進 

環境課 一般廃棄物処理基本計画

（令和 3 年度改定）に盛

り込んだ災害廃棄物処理

計画を推進する。 

 

・災害廃棄物の処理に関する

基本的事項（災害廃棄物の

定義等） 

・災害廃棄物処理の基本方針 

・本計画の内容を踏まえた

「災害廃棄物対策マニュア

ル（仮称）」等の整備に向

けた災害廃棄物対策全般 

● ● ● ● ● 

 

8-2 地域コミュニティの崩壊、治安の悪化等による復旧・復興の遅延 

（１）地域福祉の推進 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

地域福祉活

動支援 

福祉課 地域福祉を推進する上で

中心的役割を担う社会福

祉法人瑞穂町社会福祉協

議会と連携し、地域福祉

活動の充実をはかる。 

また、地域の様々な福祉

活動やボランティア活動

への参加を推進する。 

・多世代間交流事業 

・社会福祉協議会助成 

● ● ● ● ● 
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（２）地域コミュニティ活動の基盤づくり 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

コミュニテ

ィセンター

等の運営 

協働推進

課 

地域住民の主体的活動に

よるコミュニティ形成の

場として、また、交流の

場として有効活用をはか

る。 

・長岡コミュニティセンター

外壁タイル調査 

事業期間：令和 4 年度 

・各コミュニティセンターの

管理運営および維持管理 

・各地区会館の維持管理 

● ● ● ● ● 

町内会・自

治会への支

援 

協働推進

課 

地域の積極的なコミュニ

ティ活動および先進的な

取組を支援し、住民一人

一人が主役となったまち

づくりをすすめ、各地域

の主体的な活動の活性化

をはかることを目的とす

る。また、コミュニティ

活動を活性化するため、

講習会の開催、先進事例

の紹介等を行うことで、

地域のリーダーを育成す

るとともに、町内会・自

治会活動の活性化をはか

る。 

・町内会連合会運営費交付金 

・町内会等集会施設工事等補

助金 

・地域づくり補助金 

事業期間：昭和 53 年～ 

● ● ● ● ● 

（３）防犯環境の推進 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

安全安心ま

ちづくり 

安全・安

心課 

住民が安全・安心して生

活できるように、各関係

機関、住民、事業者、ボ

ランティア団体等と協

力・連携して「犯罪が発

生しない、犯罪をおこさ

せない」環境を構築して

いく。 

・街頭防犯カメラの設置を推

進 

・防犯灯の LED 化および維持

管理 

・青色回転灯装備車防犯パト

ロール 

● ● ● ● ● 
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（４）ボランティアセンターみずほの活動支援 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

地域福祉活

動支援 

（ボランテ

ィア活動） 

福祉課 ボランティア団体・NPO

の活動に必要な情報提供

および支援を行う。 

・社会福祉協議会助成 

・社会福祉委員（民生委員・

児童委員）報酬および旅

費、保護司（社会を明るく

する運動）活動謝礼 

・多世代間交流事業はボラン

ティアが実施予定のための

備品、消耗品 

● ● ● ● ● 

（５）コミュニティ活動の活性化（再掲）【2-2(1)】 
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8-3 貴重な文化財や環境的資産の喪失、地域コミュニティ崩壊等による

有形・無形の文化の喪失 

（１）文化財保護・郷土資料の保管整理 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

文化財保護

事業の充実 

図書館 郷土の歴史や自然に関す

る講演会等の実施や、文

化財保護審議会等と連携

し、文化財保護に関する

普及啓発活動を行う。 

文化財保護法の規定に基

づき、埋蔵文化財包蔵地

内における土木工事等に

ついての試掘・立会調査

を実施し、その結果を記

録する。 

指定（登録）文化財所有

者の理解のもと、修理、

復旧および整備を実施し

保存につとめる。 

・埋蔵文化財の調査・保存の

ため試掘調査実施 

・収蔵品の管理に伴う環境調

査および燻蒸処理実施 

・各種講演会・郷土研修会等

の実施 

・文化財消防演習 

● ● ● ● ● 

（２）コミュニティ活動の活性化（再掲）【2-2(1)】 

（３）地域コミュニティ活動の基盤づくり（再掲）【8-2(2)】 

（４）ボランティアセンターみずほの活動支援（再掲）【8-2(4)】 
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8-4 後世に残すべき町の産業および町の経済を支える主要産業の被災 

（１）農業経営基盤の強化 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

農業振興事

業 

産業経済

課 

各種農業団体や認定農業

者、新規就農者と連携を

はかり、町と農業者が一

体となり、安全で美味し

く新鮮な農畜産物を、住

民をはじめとする消費者

に提供できるよう農業振

興事業に取り組む。 

・農業次世代人材投資事業費

補助金 

・都市農業振興施設整備事業

補助金 
● ● ● ● ● 

（２）商業の振興 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

商業振興事

業 

産業経済

課 

地域の商店等が実施する

イベント・活性化事業の

所要経費を補助すること

で、商業の振興、小売店

の経営の安定・発展をめ

ざす。 

また、みずほブランドを

町内外へ PR し周知をは

かる。 

・みずほブランドの認定およ

び支援事業 

・商店街チャレンジ戦略支援

事業補助金 

100 万円以下（都 1/2、町

1/6、事業者 1/3） 

100 万円以上（都 1/3、町

1/3、事業者 1/3） 

● ● ● ● ● 

（３）工業の振興 

事業名 担当課 事業概要 事業内容 

事業計画 

R4 R5 R6 R7 
継

続 

工業振興事

業 

産業経済

課 

企業経営に必要な資金の

融資をあっせんし、利子

を補給することで、企業

経営の安定化をはかると

ともに、経営安定および

デジタル化推進に向けた

支援に取り組む。 

・中小企業振興資金融資あっ

せん制度 

・ものづくり・DX 等推進事

業補助金 ● ● ● ● ● 

（４）農地の保全と担い手の確保（再掲）【7-4(1)】 
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8-5 自然環境等の被災による観光客等の死傷者の発生 

（１）個別施設計画の整備・運用（再掲）【1-1(9)】 
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